
○ 労働力人口は前年と比べ減少したが、65歳以上では増加
（労働力人口に占める65歳以上の比率は、一貫して上昇）

699 733 834 886 761 635 624 610 595 573 554 

1,438 1,261 1,225 1,327 1,508 1,503 1,479 1,426 1,389 1,358 1,321 

1,393 1,597 1,615 

1,378 1,296 1,376 1,409 1,448 1,479 1,507 1,521 

1,208 1,297 1,418 1,616 
1,617 1,392 

1,359 
1,342 1,327 1,323 1,332 

385 
488 

560 593 666 
776 

819 810 765 718 679 
248 

288 
372 

421 426 
465 446 483 530 560 598 

279 
300 

360 
445 493 504 521 549 566 579 585 

5,650 

5,963 

6,384 6,666 6,766 6,650 6,657 6,669 6,650 6,617 6,590 

4.9％ 5.0％
5.6％

6.7％

7.3％
7.6％

7.8％ 8.2％ 8.5％ 8.8％ 8.9 

-1

1

3

5

7

9

11

13

15

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

7,000 

8,000 

昭和55

（1980）

60

（1985）

平成2

（1990）

7

（1995）

12

（2000）

17

（2005）

18

（2006）

19

（2007）

20

（2008）

21

（2009）

22

（2010）

65歳以上割合（％）
労働力人口（万人）

(年）

65歳以上

60～64歳

55～59歳

45～54歳

35～44歳

25～34歳

15～24歳

65歳以上割合

（％）

資料：総務省「労働力調査」
（注）「労働力人口」とは、15歳以上人口のうち、就業者と完全失業者を合わせたものをいう。

高齢者の就業 【p.13】労働力人口

労働力人口の推移

＜労働力人口＞ 

 労働力人口は、働いている人と失業している人を足した人数です。その労働力を見ると、

平成 21 年から 22 年は減っていますが、65 歳以上の労働力人口は微増しています。労働力

人口に占める 65 歳以上の割合は増加し続けている状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜グループ活動への参加割合＞ 

 先ほどは働くということでしたが、こちらのグラフは高齢者のグループ活動への参加割

合です。何らかのグループ活動に参加している割合は、10 年前と比較するとかなり伸びて

います。平成 10 年と平成 20 年で見ると、「参加したものがある」は平成 10 年は約 44％で

したが、平成 20 年は約 6割の方が「ある」としています。これは趣味の活動や運動も入っ

ていますが、グループ活動をしている人は、昔と比べるとかなり増えています。 

 

 

 

 

 

 

 


